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○ これまでJAS規格の対象は、モノ（農林水産品・食品）の品質のみ。

○ 今回のJAS法改正により、強みのアピールにつながる多様な規格を戦略的に制定・活用し得るよう、モノの
生産方法、流通方法、試験方法、事業者による取扱方法まで広くJAS規格の対象に。

○ 規格に適合していれば、その内容が一見して分かるJASマークの表示が可能。

強みのアピールにつながる多様なＪＡＳ規格の制定

○×運輸

鮮度便

鮮度維持！

登録試験所A
証明書

α含有量 1
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JAS規格を活用した「鮮度」のアピール①

生産者 荷受者
事業者１ 事業者３ 事業者５事業者２ 事業者４

保
管

保
管

認証 認証 認証

認証

認証 認証

流通イメージ

①流通事業者ごとに認証を取得する場合

○×

○○運輸

鮮度維持！

or

●定温管理輸送・保管方式を規格化

②グループとして認証を取得する場合

鮮度を維持する定温保管・輸送方式（温度、保管・輸送方法、運営管理など）をJAS規格化し、能
力を有する者として認証を取得。
保管・輸送能力を差別化し、取引先へのアピール力が向上。
認証事業者が扱う産品についても、鮮度が維持されていることをアピール可能に。
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●鮮度保持能力の評価方法を規格化

魚の鮮度の保持は、取り扱う者の管理が重要。
鮮度の指標となるK値の測定方法を規格化し、
魚の輸送・保管能力を間接的に証明。

輸 送

証明書

K値 1010

証明書

K値 1010

鮮度が変わらないことを示して
輸送・保管能力の高さをアピール

登録試験所の
証明書

● エチレン吸着素材の性能の評価方法を規格化

果物の熟度は、他の果物から発生するエチレンにより
進行。
熟度の指標となるショ糖量や硬度などの測定方法を
規格化し、エチレン吸着素材の性能を間接的に証明。

エチレン吸着
素材

エチレン エチレンエチレン エチレン

時間経過

熟度が進まないことを示して
エチレン吸着性能の高さをアピール

証明書
ショ糖量
硬度

16
10
16
10

証明書
ショ糖量
硬度

16
10
16
10

登録試験所の
証明書

JAS規格を活用した「鮮度」のアピール②



食料産業局

Copyright 2016 Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

グローバルなＪＡＳの展開

4

JASの
海外での浸透・定着

Codex規格
※ コーデックス委員会（FAOとWHO
によって設立された政府間組織）
※全会一致により規格化
※包括的な製品規格が中心

ISO規格
※国際標準化機構（各国の代表的標
準化機関からなる組織）
※多数決により規格化
※製品規格のほか、マネージメントシステ
ム規格、試験分析規格など多様

【
国
際
規
格
】

【
国
内
規
格
】

JAS規格

海外でのJAS規格の普及 アジア諸国等との連携強化

国際的に通用するもの
を積極的に取り込み

○ JASの国際的な認知・影響力を高めるため、①アジア等海外におけるJAS規格の普及・浸透や、②JAS規
格を足掛かりとする国際標準化を展開



日本発の食品安全管理規格・認証スキームの推進

平成29年10月

食料産業局
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食料産業をめぐる状況

＜世界の食品取引の現状＞
食品事業のグローバル化（国際化）の進展

⇒ 食品安全が世界共通の課題に。

・HACCP義務化の流れ
2006年～ EU 2016年～ 米国（食品安全強化法）

※欧米以外にも拡大しつつある。
⇒日本も、HACCPの制度化を検討中

・食品安全管理の標準化の流れ
・取引相手の選定において、経験ではなく、科学的アプローチによ
る基準への適合・認証を求める流れ

Ｉ．各国の食品安全規制

Ⅱ．民間取引
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食料産業における課題

取引先監査が多く、 安全管理コストの上昇
商圏、商品、製造現場の変化に合わせた安全管理の維持
国際的な標準化への対応
ＨＡＣＣＰの導入率の伸び悩み
衛生管理不十分による食中毒事故の発生
国内需要の減少（海外市場を意識した対応をしていく必要）

＜HACCPの普及に関する課題＞

・ 様々な認証の仕組みがあり、標準化されていないため、取組を「見え
る化」する本来の認証の機能が実現していない。
・ ＨＡＣＣＰ教育の標準化が不十分で、誤解の解消やコストの最適
化がなされていない。
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海外におけるＨＡＣＣＰ導入の動き

ブラジル
1998 年 に 動 物 由 来 食 品 に
HACCPの段階的導入を開始、
2011 年 に 水 産 食 品 に つ い て
HACCP導入を義務付け

ベトナム：
HACCP導入を検討中

ロシア：
HACCP導入を検討中

メキシコ：
HACCP導入を検討中

台湾：
2003年より、水産食品、食肉製品、
乳製品について、順次HACCP導入
を義務付け

中国：
2009年より、食品安全法において
HACCP導入による食品安全管理
水準の向上を奨励

ＧＣＣ諸国：
2015年９月に施行された
GCC共通食品輸入規制に
おいて、HACCP導入を規定

ＥＵ：
2006年より、一次産品を除く
すべての食品について、HACCP
導入を義務付け

カナダ：
1992年より、水産食品、食肉
製品について、順次HACCP
導入を義務付け

米国：
2011年に成立した食品安全強化
法により、国内で消費される食品す
べてについて、HACCP導入を義務
付け

日本：
HACCP導入を検討中

農林水産物・食品の輸出額上位15か国（億円・平成27年度実績）
1. 香 港 1,794 6. Ｅ Ｕ 400 11. フィリピン 95
2. 米 国 1,071 7. タ イ 358 12. マレーシア 83
3. 台 湾 952 8. ベトナム 345 13. カナダ 81
4. 中 国 839 9. シンガポール 233 14. ＵＡＥ 75
5. 韓 国 501 10. 豪 州 120 15. インドネシア 64

韓国：
2016年２月に施行される輸入
食品安全管理特別法において、畜
産物についてHACCP導入の有無
により輸入時検査等を区分
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対象 全ての食品等事業者（食品の製造・加工、調理、販売等）

HACCPによる衛生管理

基準A
（コーデックスのHACCP
７原則）

• 事業者の規模等を
考慮

• と畜場、食鳥処理場
は基準Aを適用

基準B
（食品や業態などの特性に応じ一
般衛生管理に加え重要管理点を
設定したもの、一般衛生管理のみの
もの等多様な対応が想定される。）

基準A以外の事業者
・小規模事業者
・当該店舗での小売販売のみを目
的とした製造・加工・調理事業者 /  
提供する食品の種類が多く、変更
頻度が頻繁な業種 / 一般衛生管
理の対応で管理が可能な業種
等 （例：飲食業、販売業等）

一般衛生管理

衛生管理計画の策定

■ これまでの国内の取組、諸外国の状況等を踏まえ、国内の食品の安全性の更なる向上を図るため、
HACCPによる衛生管理を制度として位置づけ、定着を図る必要。

■ その際、食品ごとの特性や事業者の状況等を踏まえつつ、実現可能な方法で着実に取組を進めていくこと
が重要。

地方自治体
食品衛生監視員による

導入支援、指導・助言

業界団体等
個別の食品・業態ごとに
手引書を作成

厚生労働省
HACCP導入手引書や
モデルプランの作成
業界団体の手引書作成へ
の支援

■ 現場での導入手順の理解、
人材の育成

■ 分かりやすい導入ツールの作成、
きめ細かな支援

■ HACCPの正確な知識の普及
■ 小規模事業者を含む食品等

事業者が円滑かつ適切にHACCP
による衛生管理に取り組むことが
可能となるよう、十分な準備期間
を設定。

【今後の課題】

施設設備、機械器具等の衛生管理、食品
取扱者の健康や衛生等の管理

食品衛生管理の国際標準化に関する検討会最終とりまとめの概要
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厚生労働省
・分野横断的なガイダンスの作成

厚生労働省の手引書の作成支援及び確認

食品関係団体②
・業種別の手引書の作成

地方自治体
・監視時に衛生管理計画及び
実施状況の確認
・事業者からの相談への対応

食品関係事業者
・業種別の手引書を参考に、衛生
管理計画を策定
・計画に基づいた管理を実施
・記録の保管

食品関係団体③
・業種別の手引書の作成

食品関係団体①

・業種別の手引書の作成
危害要因分析(例示、
一般的な内容でも可)
一般衛生管理の手順書
(例)
望ましい重要管理点
記録様式(例)

食品衛生管理に
関する技術検討
会
食品衛生管理の実務に
関する専門家や研究者
などから構成

・各手引書の内容
の確認

関係省庁
(農林水産省

ほか)

④通知

③技術的支援

①相談

相談

支援・周知

監視指導

支援

厚生労働科学研究班
・危害要因分析、重要管
理点や管理基準の設定な
どについて専門家による
アドバイス

周知

普及推進連絡協議会
・情報提供、意見交換

②意見交換
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近年の世界における食をめぐる状況

フードチェーンの
グローバル化、
複雑化

流通過程の不透明化

世界的な人口
の増加で食糧
が不足

環境破壊の進行

情報伝達手段
の発達で様々な
問題の情報伝
達が迅速化

世界・個別の問題が
消費者に見える化見えない価値

奴隷制度、
児童労働

社会問題

なぜ食品安全や持続可能性等が重要視されつつあるのか？

消費者の不信・不安が拡大
6
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国内
市場

・ 消費者に届くまでの食料供給の一連の流れの複雑化
・ 国内の農産物等の市場が海外に拡大
・ 小売や製造のグローバル化

国際市場

国内
市場

・「見える化」ニーズが高まっている
⇒ 規格・認証の重要性が増大、対応しないと劣後

なぜ規格・認証への対応が必要なのか？

7
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安全・安心な価値あ
る商品が消費者に届
く

フードチェーン全体で
安全・持続可能性が
確保

フードチェーン全体を通じた食品安全や持続可能性の確保

見えない価値（例） JGAP認証（例）

見えない価値が
「見える化」

（例：認証）

生
産

小
売

外
食

消
費
者

製
造

物
流

見える化により、フードチェーン全体を通じて価値を消費者に訴求していく必要がある

仕入れにあたって確認

認
証
に
裏
付
け
さ
れ
た
商
品
の

安
全
・
安
心
の
情
報
を
提
供

規格・認証・知財を活用し、見えない価値を見える化。フードチェーン全体で食品安
全や持続可能性を確保し、これからの消費者のニーズに合った安全で信頼のできる商
品を提供していく必要がある。

仕入れにあたって確認
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GFSI（ Global Food Safety Initiative）の概要

食品事故の多発
原料の調達・加工・生産の グ
ローバル化
監査コストの増大
食品安全スキームの多様化

食品安全のグローバル規格
の必要性を共有
目標 食品安全性の向上

消費者の信頼
コスト削減

2000年5月 GFSI発足

設立の背景

ビジョン

ミッション 世界中の消費者の
信頼を得るため、
食品安全での継続
的改善を推し進める

ビジョン、ミッション、目的
すべての消費者に
安全な食品を

目的 ・食品安全リスクの低減
・コストの最適化
・能力開発・力量向上
・知識の交流ネットワーキ
ング

・カーギル Mike Robach氏

ボードメンバー（２０名）

● ｺｶｺｰﾗ ● ﾈｽﾚ ● ｶﾙﾌｰﾙ
● ﾓﾝﾃﾞﾘｰｽﾞ● ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ
● ｳｫﾙﾏｰﾄ ● ﾀｲｿﾝ
● 中糧集団有限公司
● ﾃｽｺ ● ｲｵﾝ ● ﾀﾞﾉﾝ
● ﾄﾞｰﾙ ● ｱﾏｿﾞﾝ ● ｵｰｼｬﾝ
● ﾒﾄﾛ ● ｺｽﾄｺ
● 新希望六和股份有限公司

Chair

・アホールド Anita Scholete op Reimer氏

・ウェグマンズ Gillian Kelleher氏

Vice-Chairs

Member

SQF （米）

GRMS （ﾃﾞﾝﾏｰｸ）

FSSC22000 （蘭）

IFS （独）

CANADAGAP（加）

Global Aquaculture 
Alliance （米）

BRC （英）

GLOBALG.A.P.（独）

PrimusGFS （米）

(政府規格技術的同等性承認）

China HACCP （中）

GFSI

ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ ﾘｸﾜｲｱﾒﾝﾄ
(ｶﾞｲﾀﾞﾝｽﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ)

承認
食品安全認証スキームの承認 食品安全マネジメントシステム間で等価性を図り、収束することにより、

食品安全リスクを軽減するとともに、コストを最適化する。

ガイダンスドキュメント
への適合性を審査 ※ 括弧内は本部のある場所

１．組織への要求事項

（１）食品安全マネジメント
（２）適正製造規範（GMP）
（３）HACCP

２．認証の仕組みへの要求事項

（認証の信頼性を高める仕組み）

１．のみ承認

１．と２．の両方を承認

GFSI世界食品安全会議が2018年3月に東京で開催
9
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ＧＦＳＩ承認規格がカバーするフードチェーンの範囲

ＧＦＳＩ承認規格

畜産物 水産物 農産物
畜産
加工

農産物
加工

食品製造
飼料
製造

ｹｰﾀ
ﾘﾝｸﾞ

ﾘﾃｰﾙ
・卸売

食品安全
サービス

物流
・保管

加工機
械製造

化学物
質製造

容器
包装

ﾌﾞﾛｰｶｰ
・代理店

AⅠ ＡⅡ ＢⅠ ＢⅡ Ｃ Ｄ ＥⅠ ＥⅡ ＥⅢ ＥⅣ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

FSSC22000（オランダ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SQF（米国） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IFS（ドイツ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

GRMS（デンマーク） ○ ○ ○

BRC（英国） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CanadaGAP（カナダ） ○ ○

GLOBALG.A.P.（ドイツ） ○ ○ ○

Alliance（米国） ○

PrimusGFS（米国） ○ ○ ○ ○ ○ ○

（参考）JFS規格（日本） ○ ○ ○ ○ 〇

GFSIホームページを元に作成（2016/1/4）。URL：http://www.mygfsi.com/schemes-certification/recognised-schemes.html

コード カテゴリ コード カテゴリ

AI 肉・乳・タマゴ・蜜用動物の生産 F 飼料の製造

AII 魚介類の生産 G ケータリング

BI 植物の生産（穀類、豆類を除く） H リテール・卸売

BII 穀類、豆類の生産 I 食品安全サービスの提供

C 動物の処理 J 保管及び輸送サービスの提供

D 植物性食品、ナッツ類、穀類の前処理 K 食品及び飼料の加工装置の製造

EI 腐敗しやすい動物性製品の加工

EII 腐敗しやすい植物性製品の加工

M 食品及び飼料の容器包装の製造

EIV 常温保存製品の加工 N 食品ブローカー／代理店

EIII
腐敗しやすい動物性及び植物性製品の加工(混
合製品）

化学物質・生化学物質の製造（添加物、ビタミ
ン、ミネラル、バイオカルチャー、調味料、酵素、
加工助剤）

L

ＧＦＳＩ承認
ｶﾃｺﾞﾘ／ｺｰﾄﾞ

GFSIガイダンスドキュメント6.4版 付属書１「GFSI承認範囲」から抜粋
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日本発の食品安全管理規格（JFS規格） ・認証スキーム構築の経緯

食品安全マネジメント等推進に向けた準備委員会

食料産業における国際標準戦略検討会平成26年
5月～8月

（農林水産省主催）（農林水産省主催）

（有志の食品関係企業と農林水産省との共同開催）（有志の食品関係企業と農林水産省との共同開催）
【検討内容】 ① 必要となる規格・認証スキームの内容、人材育成の具体的方法 、

情報発信の内容と具体的方法の検討
② 各種情報の収集、調整等

【検討内容】 ① 必要となる規格・認証スキームの内容、人材育成の具体的方法 、
情報発信の内容と具体的方法の検討

② 各種情報の収集、調整等

一般財団法人 食品安全マネジメント協会 設立
（ Japan Food Safety Management Association 略称：ＪＦＳＭ ）

一般財団法人 食品安全マネジメント協会 設立
（ Japan Food Safety Management Association 略称：ＪＦＳＭ ）

平成27年
1月～

平成28年
1月
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規格を作り認証の仕組みを運営する民間機関
「一般財団法人 食品安全マネジメント協会」

（理事長：西谷 徳治） （平成28年１月～）
（英文名 Japan Food Safety Management Association

略称 JFSM）

一般財団法人 食品安全マネジメント協会

【ミッション】
フードチェーンを通じた食品安全及び信頼確保の取組

向上と標準化によるコストの最適化を目的として、

① 規格、ガイドライン等の作成と認証の運営
② 食品業界内の人材育成
③ 情報収集と発信

【ミッション】
フードチェーンを通じた食品安全及び信頼確保の取組

向上と標準化によるコストの最適化を目的として、

① 規格、ガイドライン等の作成と認証の運営
② 食品業界内の人材育成
③ 情報収集と発信

■ 法人会員（食品関係事業者） １０３社
■ 業界団体会員 ３団体
■ 賛助会員（食品関係事業者以外） ４７社
■ 個人会員 ２４名

合計 １７7
（平成２９年１０月１２日現在）

会 員

平成２８年７月

ＪＦＳ－Ｃ（製造セクター）の公表と運
用（同年９月９日に認証第１号。平成
29年10月12日現在までに22件の認証
が実施。）
（https://www.jfsm.or.jp/）

ＪＦＳ－Ａ/B（製造セクター）の公表
と運用（平成29年10月12日現在まで
に９件の適合性確認を実施。）

平成２８年１０月

これまでの経緯

平成２９年９月

ＪＦＳ－Ｃ（製造セクター（EⅣカテゴ
リ）） についてGFSI※に承認申請。
※Global Food Safety Initiative: 食品安全管
理の認証の仕組みを承認する国際的な民間組織。
GFSIでの承認が事実上、食品安全管理規格の国
際規格化の要件となっている。
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日本発食品安全管理規格（JFS規格）・認証スキームの特徴

○ 中小事業者にとっても取り
組みやすい段階的な仕組み

○ 日本の企業文化、食文化になじみやすい
○ 日本の事業者に分かりやすい
○ 国内の規制と国際的なスキームとの整合

A
規
格

B
規
格

C
規
格

国際取引に
使われる

HACCPの
実施を含む

一般
衛生管理
中心

要求事項の種類

段
階

●組織に対する要求事項
１．マネジメント・システム

経営トップの関与、組織体制、
ＰＤＣＡサイクル など

２．ＨＡＣＣＰ
危害要因分析をして、重要管理
点を定め、管理して記録をとるシ
ステム

３．適正製造規範
（一般的衛生管理）
手洗い、清掃、微生物・異物混
入対策、原材料管理 など

●認証の仕組みに対する要求事項

・現場か
らの改
善提案
を活用
する仕
組みが
あること

現場や食文化に即し
たｶ゙ ｲﾄ゙ ﾗｲﾝの整備
・規格を分かり
やすく解説
・生食・発酵食品
を含めた日本の独
特な食品等の安
全な取扱方法を、
科学的根拠をベー
スとして説明。
（例：惣菜の管理、
味噌の管理等）

国際標準と共通する部分 日本発の特徴

＋
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JFS規格の認証等の仕組み

JFS-Cの認証の仕組みJFS-Cの認証の仕組み JFS-A/Bの適合性確保の仕組みJFS-A/Bの適合性確保の仕組み

JFSM
(認証ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵｰﾅｰ)

認定機関
（AB）

（Accreditation Body）

認証機関
（CB）

（Certification Body）

食品事業者

国際認定機関フォーラム
（International Accreditation 

Forum）

審査

認
定

契約

契約

承
認

認証

JFSM
(認証ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵｰﾅｰ)

食品事業者 監査会社

監査会社の
評価・登録

適合証明

監査
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JFS規格の認証等の実績 （2017年10月12日現在）

JFS-Cの認証JFS-Cの認証 JFS-A/Bの適合性確認JFS-A/Bの適合性確認

■契約認定機関（１機関）：
• (公財)日本適合性認定協会

■契約認証機関（９機関）：
• 日本ガス機器検査協会QAセンター
• 日本検査キューエイ(株)
• 日本海事検定キューエイ(株)
• (一社)日本能率協会審査登録センター
• (株)日本環境認証機構
• (一財)日本規格協会審査登録事業部
• テュフズードジャパン(株)
• オーディス(株)
• (一財)日本品質保証機構マネジメントシステム部門

■認証件数（２2件）：
• ＥⅠ ３件
• ＥⅡ １件
• ＥⅢ ０件
• ＥⅣ 18件
• Ｌ ０件

■契約監査機関（７機関）：
• エコア(株)
• (一社)中部産業連盟
• (株)レジェンド・アプリケーションズ
• HACCP認証(株)
• (株)BMLフード・サイエンス
• 生活協同組合コープさっぽろ
• 一般財団法人東京顕微鏡院

食と環境の科学センター

■適合性確認件数（９件）：
• ＥⅠ １件
• ＥⅡ １件
• ＥⅢ ４件
• ＥⅣ ３件
• Ｌ ０件

★ （一財）食品安全マネジメント協会のホームページで公表
15
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2017年度以降の展開

１．JFSの
信頼性、使い勝手向上
・資格の仕組み
・ガイドライン策定

４．人材育成体制の
構築

・教育、資格の体系化
・研修機関、大学等との連携

３．国際標準との調和
海外とのつながり強化

・GFSIへの承認申請（2017
年9月25日）

・東南アジア諸国等との連携

２．JFSの
他セクターへの拡大

16
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JFS規格がカバーするフードチェーンの拡大

コード カテゴリ コード カテゴリ

AI 肉・乳・タマゴ・蜜用動物の生産 F 飼料の製造

AII 魚介類の生産 G ケータリング

BI 植物の生産（穀類、豆類を除く） H リテール・卸売

BII 穀類、豆類の生産 I 食品安全サービスの提供

C 動物の処理 J 保管及び輸送サービスの提供

D 植物性食品、ナッツ類、穀類の前処理 K 食品及び飼料の加工装置の製造

EI 腐敗しやすい動物性製品の加工

EII 腐敗しやすい植物性製品の加工

M 食品及び飼料の容器包装の製造

EIV 常温保存製品の加工 N 食品ブローカー／代理店

EIII
腐敗しやすい動物性及び植物性製品の加工(混
合製品）

化学物質・生化学物質の製造（添加物、ビタミ
ン、ミネラル、バイオカルチャー、調味料、酵素、
加工助剤）

L

GFSIガイダンスドキュメント6.4版 付属書１「GFSI承認範囲」から抜粋

発行済
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ＪＦＳ規格策定の進捗状況

本年度農林水産省の補助事業により、物流・保管セクター、ケータリング
（外食）セクターを検討中。
○ 物流・保管セクターについては、
・ 物流保管事業者、業界団体で検討委員会を設置し、定期的に

ワーキンググループを開催。
・ GFSIのガイダンスドキュメント（物流・保管セクター）をベースに、

GFSIで認証されている規格との対比をみながら、検討を進めているところ。
（参考としている規格：SQF、NTA）

日程 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

委員会
第１回委

員会
（予定）

WG
第１回WG
（7/6）

原案
作成

WG委員か
ら意見収集

第2回WG
（10/25）

第3回WG
（予定）

第4回
ＷＧ

（予定）

第5回WG
（予定）

○ 物流・保管セクター 検討スケジュール
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オリンピック・パラリンピックのその先へ

[2017]
食の安全・信頼

シンポジウム

[2020]

オリンピック・パラリンピック
東京大会

[2030]
持続可能な社会へ

・ ＨＡＣＣＰ義務化
・ ＪＧＡＰ、ＪＦＳの国際承認

・ ＧＡＰ、ＨＡＣＣＰ認証の拡大

① 農業経営の強化
② 食の安全、

持続可能性への配慮の確保
③その「見える化」による評価向上

農林水産物・
食品の輸出額
１兆円規模へ
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